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サンデンの環境を軸にした経営について 社外取締役　法木秀雄 （元早稲田大学経営大学院教授）

　私がサンデンの経営に関わる1年
前のことですが、大学院のゼミ生15
名と共に当社のサンデンフォレスト・
赤城事業所を見学する機会に恵まれ
ました。その際、自然環境と生産活動
が見事に調和している姿に心から感
銘を受けたことが、当社の経営に関わ

ることになったきっかけでもあります。サンデンフォレス
ト・赤城事業所が素晴らしいのは、事業所全体が自然環
境との共存というレベルを超えて、もともとあった植生や
生物を再生させ、さらに豊かにしながら、汚染物質を一切
排出することなく、生産に伴う端材もすべてリサイクル
し、環境性能に優れた自販機などを５Sが実践された製造
ラインで生産していたことです。
　多くの見学者の心を動かすのは、第一に高名なナチュ
ラリストであるC・W・ニコル氏にそのデザインコンセプト
創りを全面的に依頼し、その理念に沿って細部に至るま
で、事業所全体を極めて高い次元で環境と生産活動の調
和を実現させたこと。第二にその見事に再生した生態系

を地域の小中学生や保護者に野外学習の場として提供
してきたこと。第三に稼働後十数年にわたってきちんとし
たメンテナンスが行われ、希少な昆虫などが戻ってきて
いることです。
　また、年間の見学者は15,000人を超えてきています。
当社の経営理念の理解が深まり、ゆくゆくは当社の社員
や株主あるいは顧客など、当社の大事なステークホル
ダーになっていただく誘因ともなります。
　今日、多くの企業はCSR（企業の社会的責任）を意識し
て活動していますが、中には企業イメージ向上を意識し
た「受け身」の姿勢も見受けられます。当社は早くから「優
れた環境価値の創造」を製品開発から生産など企業活動
すべてにおいて実現させる努力を続けてきました。いわ
ばCSRの実行はその結果であるということです。
　経営学で著名なハーバード大学のマイケル・ポーター
教授が2011年に、CSRを超える「あるべき企業活動の行
動理念」としてCSV（企業共有価値）という概念を提唱し
ました。当社は同教授の提唱以前からCSV経営を実践し
てきているといえます。
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　「サンデンのCSRは、企業理念の実践」。2015年4月に
持株会社体制へと移行され、サンデングループがこれまで
築き上げてきた活動から、コンプライアンス体制の再構築
を中心とした、「進化」と果敢な挑戦が随所に見受けられる
報告となっています。
　まず、国際的なガイドラインを参考に、CSR活動項目を
「企業理念」とひも付けし、「経営における重要性」と「社会
からの要請に照らした重要性」という2軸からマッピングを
実施されたことは、まさに活動が進化されている表れだと
言えます。「人」を尊重し、「環境」に配慮して技術の力で社
会に貢献する。それは技術開発をはじめ多くの人々の知恵
と努力、各国の状況を踏まえた連携体制があってこそ実現
出来るものと言えるでしょう。
　
　本報告書では、ヒートポンプや空調システム、コンプレッ
サーにおける様々な開発と、サンデングループの強みであ
る「環境」技術を活かした、環境負荷の軽減や循環型社会
の形成に貢献される事例が多く紹介されています。また、４
つの「Green」やサンデンフォレスト・赤城事業所の長年に
わたる取り組みからも常に環境教育が徹底され、グローバ
ル各拠点でも「環境オリジナリティ」活動を展開、さらに災
害時対応自動販売機など地域や人々の支えにも直結して
おり、全般的に目標と実績での評価達成率も高く素晴らし
いです。一方、中国、アジア地区におけるCO2や廃棄物排
出量の削減への取り組み強化は、世界全体での課題でも
あり、今まで培った技術や知恵を活かし、業界を牽引しなが
ら更なる強化を図ることを期待します。

　社会性においては、STQM活動を展開し、国内はもとよ
り世界中で地域社会とかかわりながら、学生への教育や
ワークキャリア開発支援、また購買業務の適正化や、取引
先との関係が友好に構築されている姿が拝見出来ます。遠
方拠点でもリモート参加が可能な女性フォーラムの開催及
び「サンデンダイバーシティ活動宣言」や、女性活躍推進の
最終目標でもある「差別なく誰もがセンスを活かして輝く
会社」は、誰もが輝きながら働けるよう心の健康づくりまで
配慮されている点なども伺えますので、目標と実績にて、
具体的な取り組み報告に合わせた達成度も明記されると、
今後の励みにもなるのではないでしょうか。

　日本は多くの原材料を海外に依存しています。紛争鉱物
問題へも積極的に取り組まれていますが、原材料の調達か
らバリューチェーン全体での環境・社会的課題の抽出と取
り組みの強化はSDGs（持続可能な開発目標）にも繋がり
ます。環境・社会問題への解決には様々なアプローチがあ
り、トップメッセージにもあるように、「技術開発」と「社会貢
献」を両輪とする戦略や、「公平性、透明性、効率性」等はグ
ローバル企業として、まさにコーポレート・ガバナンスの強
化と同時に、持続可能な社会の実現には欠かせません。
「知を以て開き 和を以て豊に」という創業の精神は、国際
社会の中で共感する普遍の価値観にも通じ、すべてのス
テークホルダーに響くことでしょう。環境技術で人々の暮
らしや産業を支えてきたサンデングループが、独自の価値
創造の取り組みを展開され、更に発展されることを期待し
ています。

研究所等を経て2003年FEM 設立、環境・CSR・生物多様性・国際認証等の研究・評価・教育関連事業の他、国
際的認証機関Control Union では、環境や社会に配慮した持続可能な国際基準を軸に、多岐にわたる認証も
手掛ける。消費者庁「倫理的消費」調査研究会委員。様々な団体の理事等も兼任。

環境専門家　株式会社 FEM 代表取締役　　山口 真奈美氏

■2016年6月、サンデン
ホールディングス会長の
牛久保雅美がイタリア共
和国功労勲章を受章しま
した。
　この勲章はイタリア内務
省からイタリアのために
特に功労のあった人、企業
に授与されるもので、
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Italyの業績、経済発展や
地域社会に貢献したこと
が評価されました。

■2016年2月、ボルボ社様
より20 1 6年サプライ
ヤー・アワードを受賞しまし
た。コンプレッサー事業に
おけるグローバルなパート
ナーシップおよびコスト改
善が評価されました。

■2015年10月、東京商工会議
所主催の「eco検定アワード
2015」のエコユニット部門で優
秀賞を受賞しました。

■2016年6月、全日本選抜QC
サークル大会（小集団改善活動）
の第9回事務・販売・サービス
〔含む医療・福祉〕部門において
赤城事業所の電子工場に所属
する「タイムズスクエア」サーク
ルが金賞を受賞いたしました。

■2015年9月、インド自動車部品
工 業 会 A C M A ( T h e  
Automotive Component 
Manufacturers Association)
より製造部門で金賞、人事部門
で銀賞を受賞しました。

　今回、株式会社FEM代表取締役の山口真奈美氏より、当社グループのCSR活動に対して貴重なご示唆をいただくと
ともに、とりわけ、「環境」への取り組みに対し高い評価をいただき、御礼を申し上げます。当社グループの強みである環
境技術に一層磨きをかけ広く社会に貢献することはもとより、2016年に設定した重点課題を軸に、当社グループなら
ではのCSR活動を着実に進めていくことが大切であると認識しています。
　また、企業に対する社会的要請は多様化の傾向にあり、当社グループがそのような変化に対応していけるよう、ス
テークホルダーの皆さまの声に真摯に耳を傾けながら、継続的に重点課題を検証いたします。そして社会から信頼され
る企業であり続けるため、社員一人ひとりのCSR活動への理解を一層深め、グローバルに活動を推進してまいります。

執行役員総務本部長

木村明史
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